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李
　
相
源
　
神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ガ
ス
　
神
父
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神
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修
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会
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主
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お
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教
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理
者
　
肥
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侾
司
　
神
父

名
誉
司
教
　
　
三
末
篤
實
　
司
教

　

「
月
足
ら
ず
で
生
ま
れ
た
よ

う
な
わ
た
し
に
も
（
復
活
し
た

キ
リ
ス
ト
は
）
現
わ
れ
ま
し

た
。
わ
た
し
は
、
神
の
教
会
を

迫
害
し
た
の
で
す
か
ら
、
使
徒

た
ち
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
小
さ

い
者
で
あ
り
、
使
徒
と
呼
ば
れ

る
値
打
ち
の
な
い
者
で
す
。
」

（
一
コ
リ
十
五
、
八
～
九
）

　

復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
と
の
出

会
い
は
、
迫
害
者
で
あ
っ
た
パ

ウ
ロ
を
使
徒
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
ま
し
た
。

　

「
キ
リ
ス
ト
の
ゆ
え
に
、
わ

た
し
は
す
べ
て
を
失
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
を
塵
あ
く
た
と
見

な
し
て
い
ま
す
。
・
・
・
わ
た

し
は
、
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
復
活

の
力
と
を
知
り
、
そ
の
苦
し
み

に
あ
ず
か
っ
て
、
そ
の
死
の
姿

に
あ
や
か
り
な
が
ら
、
何
と
か

死
者
の
中
か
ら
の
復
活
に
達
し

た
い
の
で
す
。
」
（
フ
ィ
リ

三
、
八
～
十
一
）

　

復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
と
出

会
っ
た
パ
ウ
ロ
は
、
そ
れ
ま
で

の
人
生
の
す
べ
て
を
失
い
、
全

く
新
し
い
価
値
観
に
目
覚
め
ま

し
た
。
キ
リ
ス
ト

の
苦
し
み
と
死
、

つ
ま
り
十
字
架
に

つ
け
ら
れ
た
キ
リ

ス
ト
の
中
に
既
に

も
う
復
活
し
た
キ

リ
ス
ト
の
力
が
働

い
て
い
る
と
い
う

信
仰
で
す
。

　

「
イ
エ
ス
・
キ

世
界
平
和
記
念
聖
堂
正
面
右
側
の
扉
。
教
区
が
設
置
し

た
「
聖
な
る
扉
（
門
）
」
の
一
つ
。

2016
復活祭
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リ
ス
ト
、
そ
れ
も
十
字
架
に
つ

け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
以
外
、
何

も
知
る
ま
い
と
心
に
決
め
て
い

た
か
ら
で
す
。
」
（
一
コ
リ

二
、
二
）

　

十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
キ
リ

ス
ト
は
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
つ

ま
ず
か
せ
る
も
の
、
異
邦
人
に

は
愚
か
な
も
の
で
す
が
、
ユ
ダ

ヤ
人
で
あ
ろ
う
が
ギ
リ
シ
ャ

人
で
あ
ろ
う
が
、
召
さ
れ
た

者
に
は
、
神
の
力
、
神
の
知

恵
」
（
一
コ
リ
一
、
二
十
三
～

二
十
四
）
な
の
だ
と
パ
ウ
ロ
は

宣
教
し
ま
す
。

　

イ
エ
ス
は
、
十
字
架
の
上
で

「
ど
う
し
て
わ
た
し
を
見
捨
て

ら
れ
た
の
で
す
か
」
と
父
な
る

神
に
問
い
か
け
、
孤
独
と
絶
望

の
う
ち
に
い
の
ち
を
さ
さ
げ
ま

し
た
。
人
間
の
考
え
で
は
、
イ

エ
ス
は
過
去
の
人
に
な
っ
た
、

す
べ
て
は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
希
望
の
ひ
と

か
け
ら
も
残
っ
て
い
な
い
ま
さ

に
そ
の
時
に
こ
そ
、
墓
を
封
印

し
て
い
た
石
が
転
が
さ
れ
、
父

な
る
神
は
イ
エ
ス
を
復
活
さ
せ

ら
れ
た
の
で
す
。

　

「
わ
た
し
た
ち
は
洗
礼
に

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
と
共
に
葬
ら

れ
、
そ
の
死
に
あ
ず
か
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

キ
リ
ス
ト
が
御
父
の

栄
光
に
よ
っ
て
死
者

の
中
か
ら
復
活
さ
せ

ら
れ
た
よ
う
に
、
わ

た
し
た
ち
も
新
し
い

命
に
生
き
る
た
め
な

の
で
す
。
も
し
わ
た

し
た
ち
が
キ
リ
ス
ト

と
一
体
に
な
っ
て
そ

の
死
の
姿
に
あ
や
か

る
な
ら
ば
、
そ
の
復

活
の
姿
に
も
あ
や
か

れ
る
で
し
ょ
う
。
」

（
ロ
ー
マ
六
、
四
～

五
）
と
パ
ウ
ロ
は
、

洗
礼
を
受
け
た
者
の

キ
リ
ス
ト
の
死
と
復
活
と
一
体

に
な
っ
て
生
き
る
姿
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
復
活
祭
を
祝
い
、

「
わ
た
し
に
つ
い
て
来
た
い
者

は
、
自
分
を
捨
て
、
日
々
、
自

分
の
十
字
架
を
背
負
っ
て
、
わ

た
し
に
従
い
な
さ
い
。
」
（
ル

カ
九
、
二
十
三
）
と
い
う
招
き

に
従
い
、
日
々
を
十
字
架
に
つ

け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に

歩
き
ま
し
ょ
う
。
キ
リ
ス
ト
を

復
活
さ
せ
ら
れ
た
父
な
る
神
の

大
い
な
る
力
が
働
き
、
パ
ウ
ロ

の
よ
う
に
わ
た
し
た
ち
を
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
に
。

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇

来
広
三
十
五
周
年
記
念
ミ
サ

　

二
月
二
十
一
日
（
日
）
、
広

島
教
区
司
教
座
聖
堂
で
あ
る
世

界
平
和
記
念
聖
堂
で
、
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇
来
広

三
十
五
周
年
記
念
ミ
サ
が
、

ロ
ー
マ
教
皇
庁
大
使
ジ
ョ
セ

フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
主

司
式
に
よ
っ
て
さ
さ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ミ
サ
の
前
に
、
チ
ェ

ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
と
勝
谷
司
教

（
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協

議
会
担
当
司
教
・
札
幌
教
区
司

教
）
と
に
奉ほ

う
じ持
さ
れ
た
聖
ヨ
ハ

「
福
島
県
南
相
馬
市

原
町
ベ
ー
ス
体
験
記
」

　

私
は
、
昨
年
三
月
に
退
職
し
、

念
願
で
あ
っ
た
東
日
本
被
災
地
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
。

Sr.
山
本
の
被
災
地
報
告
を
聞
き
、

「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
よ
」
の
言

葉
が
私
の
背
中
を
押
す
。

　

南
相
馬
へ
の
道
中
、
ま
ず
目
に

つ
く
の
が
多
く
の
除
染
作
業
と
、

汚
染
物
質
を
入
れ
た
黒
い
フ
レ
コ

ン
バ
ッ
グ
。
何
十
、
何
百
と
至
る

所
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

見
た
だ
け
で
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど

の
被
害
の
甚
大
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
原
町

ベ
ー
ス
は
原
発
近
く
の
拠
点
と
し

て
活
動
を
続
け
る
。

　

今
年
の
四
月
か
ら
い
よ
い
よ
帰

還
可
能
と
な
る
南
相
馬
市
小
高

町
。
多
く
の
家
や
商
店
は
ま
だ
修

復
が
進
ん
で
い
な
い
。
小
高
の
Ｈ

さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
小
高
を
取

り
戻
し
、
新
し
く
出
発
し
よ
う
と

懸
命
に
努
力
。
「
花
い
っ
ぱ
い

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
、
誰

も
が
「
ぷ
ら
っ
と
」
立
ち
寄
り
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
な
れ
る
場
「
ぷ

ら
っ
と
ほ
ー
む
」
を
開
設
。

　

原
発
に
近
い
富
岡
、
請
戸
。
富

岡
は
整
地
化
の
真
っ
最
中
。
浪
江

町
請
戸
は
殆
ど
復
興
の
手
が
つ
け

ら
れ
ず
、
海
辺
の
請
戸
小
学
校
体

育
館
は
三
月
の
卒
業
式
準
備
の
飾

り
つ
け
を
そ
の
ま
ま
残
す
。

　

広
島
県
民
と
し
て
嬉
し
い
出
会

い
が
あ
っ
た
。
夏
休
み
中
、
広
島

学
院
高
一
の
生
徒
も
家
財
道
具
片

付
け
、
草
取
り
等
の
活
動
に
参
加

し
貴
重
な
体
験
を
し
た
。

　

被
災
地
は
課
題
山
積
。
ま
す
ま

す
息
の
長
い
支
援
活
動
が
大
切
。

「
今
こ
そ
明
日
に
向
け
て
、
日
本

中
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
協
力

し
、
東
日
本
被
災
地
へ
の
祈
り
と

支
援
活
動
を
」
と
声
を
大
に
し
て

言
い
た
い
。

（
福
山
教
会
信
徒　

伊
藤　

望
）

「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。

ヨハネ・パウロ二世の来広記念ミサ。たくさんの会衆が見守る中、聖遺
物を持って入堂する、勝谷司教とチェノットゥ大司教。

溝部 脩 名誉司教
（高松司教区）

帰天
高松司教区名誉司教　フラン
シスコ・ザビエル溝部脩司教
が、2 月 29 日（ 月 ） 午 後 7
時過ぎに京都大学医学部附属
病院にて帰天されました。享
年 80 歳。溝部司教は、仙台
教区司教、高松教区司教など
を歴任。高松教区司教退任後
は、京都『望洋庵』庵主に任
命された。
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日　時：4 月 29 日（金・祝）14 時～
場　所：カトリク岡山教会
　　　　岡山市北区天神町 6-27
　　　　TEL  086-222-4093
司　式：前田 万葉 大司教（大阪大司教区）
受階者：パウロ  尹

ユン

  兌
テ

榮
ヨン

  助祭
　　　　ペトロ　ホアン・ドゥク・ロイ 神学生

尹
ユン

  兌
テ

榮
ヨン

  助祭　司祭叙階式 
ロイ神学生　　助祭叙階式

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇
と
聖

フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ
ナ
の
聖
遺
物

が
、
「
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖

年
」
の
聖
な
る
扉
を
通
っ
て
祭

壇
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
サ
後
、
広
島
地
区
「
平
和

ア
ピ
ー
ル1981
」
記
念
行
事

と
し
て
、
勝
谷
司
教
に
よ
る
講

演
会
「
無
関
心
に
打
ち
勝
ち
平

和
を
獲
得
す
る
」
（
二
〇
一
六

年
「
世
界
の
日
」
教
皇
メ
ッ

セ
ー
ジ
）
が
、
広
島
カ
ト
リ
ッ

ク
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
人
の
聖
人
の
聖

遺
物
は
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂

地
下
聖
堂
に
移
さ
れ
、
二
月

二
十
五
日
（
木
）
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
教
皇
来
広
記
念
の
ミ

サ
ま
で
同
所
に
安
置
さ
れ
、
毎

日
三
回
の
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
、

多
く
の
人
が
祈
り
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
二
日
（
月
）
に

は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
大
使
ジ
ョ

セ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教

と
約
三
十
人
の
司
祭
が
「
い
つ

く
し
み
の
特
別
聖
年
・
召
命
の

た
め
に
」
の
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

聖
遺
物
は
、
二
月
十
九
日
か

ら
二
十
六
日
ま
で
は
広
島
地

区
、
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月

二
日
ま
で
は
岡
山
鳥
取
地
区
、

三
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
は
山

口
島
根
地
区
と
、
広
島
司
教
区

内
を
巡
回
し
ま
し
た
。

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン

四
旬
節
黙
想
会

　

広
島
教
区
と
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ

パ
ン
共
催
の
四
旬
節
黙
想
会

が
二
月
二
十
七
日
（
土
）
と

二
十
八
日
（
日
）
に
、
カ
ト

リ
ッ
ク
幟
町
教
会
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
話
と
ミ
サ
を
カ
リ
タ

ス
ジ
ャ
パ
ン
責
任
司
教
で
あ
る

菊
地
功
司
教
（
新
潟
教
区
司

教
）
が
担
当
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
と

し
て
、
四
旬
節
愛
の
献
金
を
い

つ
も
お
願
い
し
て
い
る
関
係

で
、
各
地
で
黙
想
会
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う

で
、
同
じ
日
に
名
古
屋
教
区
や

長
崎
教
区
で
も
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ

パ
ン
の
黙
想
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
私
た
ち
は
一
つ

の
家
族
、
す
べ
て
の
い
の
ち
に

い
つ
く
し
み
を
」
。
人
間
と
し

て
生
き
る
こ
と
の
本
質
を
創
世

記
の
こ
と
ば
や
歴
代
の
教
皇
の

お
話
な
ど
か
ら
し
っ
か
り
と

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
出
さ

れ
た
「
ラ
ウ
ダ
ト
・
シ
」
と
い

う
回
勅
か
ら
、
す
べ
て
の
い
の

ち
に
対
す
る
人
間
と
し
て
の
あ

り
方
、
「
全
人
的
エ
コ
ロ
ジ
ー

（Integral Ecology

）
」
と

い
う
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
「
す
べ
て
の
い
の
ち

に
い
つ
く
し
み
を
」
と
い
う
言

葉
は
、
も
と
も
と
「Care of 

Creation

」
（
す
べ
て
の
創
ら

れ
た
も
の
を
大
切
に
す
る
）
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
黙
想
会
を

通
し
て
、
こ
の
基
本
的
な
考
え

方
が
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年

の
歩
む
た
め
に
大
切
な
こ
と
だ

と
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

世界平和記念聖堂でのミサ。
菊地功司教（左）と肥塚神父（右）。

尹
ユン

  兌
テ

榮
ヨン

  助祭 ロイ神学生
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広
島
教
区
の
司
教
座
聖
堂

（
カ
テ
ド
ラ
ル
）
で
あ
る
「
世

界
平
和
記
念
聖
堂
」
を
未
来
の

世
代
に
確
実
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
広
島
教
区
の
皆

様
に
、
聖
堂
保
存
へ
の
ご
理

解
、
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い

し
ま
す
。
い
よ
い
よ
来
年
度

（
二
〇
一
六
年
度
）
後
半
か
ら

耐
震
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。

　

世
界
平
和
記
念
聖
堂
は
、
焦

土
と
化
し
た
広
島
の
戦
後
復
興

を
物
語
る
建
築
物
と
し
て
、
ま

た
、
世
界
恒
久
平
和
を
求
め

る
記
念
的

建
造
物
と

し
て
、
さ

ら
に
は
日
本
を
代
表
す
る
建
築

家
・
村
野
藤
吾
氏
の
戦
後
に
お

け
る
代
表
的
な
建
築
作
品
と
し

て
、
二
〇
〇
六
年
七
月
に
国
指

定
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
広
島

市
民
を
は
じ
め
県
内
外
の
多
く

の
人
々
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
、
聖
堂
に
巡
礼
で
訪
れ
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
教
会
に
足

を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い

人
々
に
聖
堂
を
開
放
し
、
地
域

の
文
化
遺
産
と
し
て
保
存
・
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
文

化
へ
の
貢
献
と
い
う
大
き
な

意
義
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
意

味
で
市
民
や
企
業
の
方
々
に

保
存
の
必
要
性
を
積
極
的
に

働
き
か
け
る
努
力
も
必
要
で

す
。
あ
な
た
が
親
し
く
し
て

い
る
人
々
に
、
記
念
聖
堂
の

保
存
に
つ
い
て
お
伝
え
い
た

だ
き
、
耐
震
補
強
工
事
へ
の

協
力
を
訴
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
聖
堂
建
設
に

着
手
し
た
当
時
（
一
九
五
二

年
ご
ろ
）
幟
町
教
会
の
信
徒

が
手
分
け
し
て
、
広
島
市
民

の
方
々
に
聖
堂
建
設
の
た
め
の

献
金
を
熱
心
に
集
め
て
廻
り
ま

し
た
。
そ
の
際
に
戦
争
で
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
お
名
前
を

申
込
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
台
帳
に
は
約

四
千
人
も
の
方
々
の
名
前
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

教
会
の
先
人
た
ち
の
聖
堂
建
設

へ
の
思
い
、
平
和
へ
の
願
い
、

行
動
力
を
学
び
た
い
も
の
で

す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
記
念
聖
堂

は
、
地
域
の
文
化
遺
産
で
あ
る

以
前
に
、
広
島
教
区
の
司
教
座

聖
堂
（
カ
テ
ド
ラ
ル
）
で
す
。

教
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切

に
保
存
・
活
用
し
て
行
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
司
教
座
聖

堂
と
は
、
教
区
の
教
区
長
（
司

教
）
が
教
区
内
の
信
徒
を
教
導

し
、
司
式
す
る
た
め
の
「
着
座

椅
子
（
カ
テ
ド
ラ
）
」
が
置
か

れ
た
聖
堂
の
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
教
区
の
中
心
と
な
る
聖

堂
で
す
。
広
島
教
区
で
は
、

「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
各
種
の
召
命
・
宣
教

活
動
に
取
り
組
ん
で
来
て
い
ま

す
。
原
子
爆
弾
に
よ
る
悲
惨
な

戦
争
体
験
を
も
つ
教
区
と
し

て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教

区
の
固
有
で
不
変
の
テ
ー
マ
で

す
。
記
念
聖
堂
は
そ
れ
ら
を
証

重
要
文
化
財　

世
界
平
和
記
念
聖
堂

「
平
和
の
灯
と
も
し
び」
記
念
聖
堂
を
保
存
し
よ
う
！

世
界
平
和
記
念
聖
堂
内
陣
の
モ
ザ
イ
ク
、
再
臨
の

キ
リ
ス
ト
の
剥
離
調
査
。
二
〇
一
三
年
に
行
わ
れ

た
耐
震
調
査
の
様
子
。

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
60
周
年
◆

《
援
助
修
道
会
》
お
お
ず
共
同
体

Sr.
下
條
裕
紀
媛　

一
九
五
六
年

二
月
二
日　

初
請
願

《
援
助
マ
リ
ア
修
道
会
》 福

山
修
道
院

す
る
聖
堂
で
も
あ
り
、
私
た
ち

が
平
和
の
使
徒
と
な
る
た
め
に

も
保
存
・
活
用
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
聖
堂
建
設
に
取
り

組
ま
れ
た
多
く
の
先
人
た
ち
の

信
仰
や
活
動
に
倣
い
、
「
平
和

の
灯

と
も
し
び」
を
絶
や
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
思
い
を
新
た
に
、
次

の
世
代
に
記
念
聖
堂
を
引
き
継

い
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。
重

ね
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 世界平和記念聖堂募金 

郵便振替口座

口  座  名：カトリック広島司教区

口座番号：01320-3-109791

＊通信欄に「聖堂保存献金」と
記入してください。

Sr.
入
川
由
紀
子　

一
九
五
六
年

五
月
一
日　

入
会

Sr.
清
川
恵
美
子　

一
九
五
六
年

八
月
十
四
日　

入
会

Sr.
梶　

幸
子　

一
九
五
六
年

十
月
七
日　

入
会

《
援
助
マ
リ
ア
修
道
会
》 長

府
修
道
院

Sr.
浜
野
ノ
ブ
子　

一
九
五
六
年

二
月
二
日　

入
会

《
ナ
ミ
ュ
ー
ル･

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

修
道
女
会
》
東
広
島
修
道
院

Sr.
井
上
滿
洲
子　

一
九
五
六
年

二
月
二
日　

入
会

◆
金
祝
50
周
年
◆

《
教
区
司
祭
》
幟
町
教
会

Fr.
豊
田
尚
臣　

一
九
六
六
年

四
月
十
七
日　

叙
階

《
イ
エ
ズ
ス
会
》
長
束
修
道
院

Fr.
岡　

俊
郎 　

一
九
六
六
年

三
月
十
八
日　

叙
階

《
援
助
修
道
会
》
楠
木
修
道
院

Sr.
倉
地
節
子　

一
九
六
六
年

二
月
二
日　

初
誓
願

Sr.
山
路
雅
子　

一
九
六
六
年

五
月
十
九
日　

初
誓
願

◆
銀
祝
25
周
年
◆

《
ミ
ラ
ノ
外
国
宣
教
会
》
三
原
教
会

Fr.
ア
ル
ナ
ル
ド
・
ネ
グ
リ

一
九
九
一
年　

六
月
八
日　

叙
階

《
純
心
聖
母
会
》
小
野
田
修
道
院

Sr.
糸
永
小
夜
子　

一
九
九
一
年

十
一
月
四
日 

初
誓
願

《
援
助
修
道
会
》
幟
町
修
道
院

Sr.
山
本
紀
久
代　

一
九
九
一
年

十
二
月
八
日　

初
誓
願

司
祭
・
修
道
者
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝
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一
月
三
十
一
日
の
日
曜
日
、
松
江

は
、
雨
と
雪
だ
っ
た
そ
の
前
の
週
の

日
曜
日
と
違
っ
て
、
お
天
気
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　

出
雲
・
米
子
・
松
江
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
皆
さ
ん
は
島

根
県
の
松
江
教
会
で
初
め
て
開
か
れ

る
聖
体
研
修
と
サ
ン
ト
ニ
ー
ニ
ョ
祭

の
た
め
に
熱
心
に
祈
り
ま
し
た
。
す

る
と
、
何
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
、

嬉
し
い
こ
と
に
神
様
は
祈
り
に
答
え

て
、
太
陽
が
輝
く
素
晴
ら
し
い
日
曜

日
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の
山
陰

で
、
初
め
て
の
大
き
な
教
会
行
事
を

実
行
す
る
た
め
に
、
出
雲
・
米
子
・

松
江
の
三
つ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
一

つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
成
功
は
、
大
阪
か
ら
の
Sr.

ク
レ
イ
ル
ジ
ョ
セ
フ
・
パ
ル
ト
オ
ブ

の
二
回
の
講
話
に
七
十
二
名
も
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
参
加
し
て
く
れ
た

こ
と
に
も
よ
り
ま
す
。

　

午
前
中
の
お
話
は
「
御
聖
体
の
イ

エ
ス
」
で
し
た
。
御
聖
体
に
あ
る
イ

エ
ス
様
の
四
つ
の
存
在
に
つ
い
て
、

と
て
も
よ
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
ス
タ
イ
ル
の
昼
食
後

の
第
二
講
話
は
「
サ
ン
ト
ニ
ー
ニ
ョ

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
」
で
す
。
こ
れ
を

二
〇
二
一
年
に
開
か
れ
る
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
五
百
年
に
わ

た
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
祝

賀
式
典
に
結
び
付
け
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

十
五
分
間
の
聖
体
礼
拝
の

時
間
を
持
ち
、
続
い
て
米

子
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
主
任
司

祭
、
荻
神
父
様
に
よ
る
英
語

の
ご
ミ
サ
で
す
。
倉
吉
か
ら

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ケ
ニ

ア
の
友
人
を
誘
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
ご
ミ
サ
に
は
日

本
人
も
含
め
、
さ
ら
に
多
く

の
人
が
集
い
、
子
ど
も
の
数

だ
け
で
も
約
百
人
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

ご
ミ
サ
の
後
は
サ
ン
ト
ニ
ー
ニ
ョ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
出
雲
・
米

子
・
松
江
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ご
と
に
、
幼
子
イ
エ
ズ
ス
様

の
栄
光
を
た
た
え
る
伝
統
的
ダ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
フ
ル

で
キ
ラ
キ
ラ
し
た
衣
装
を
ま
と
い
、

シ
ノ
ロ
グ
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に

乗
っ
て
美
し
く
踊
り
ま
し
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
古
来
の
舞
踊
と
宗
教
的
な
情

熱
は
、
見
る
人
に
畏
敬
と
称
賛
を
与

え
ま
し
た
。
シ
ノ
ロ
グ
ダ
ン
ス
の
素

晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
目
の

当
た
り
に
し
、
皆
か
ら
温
か
い
拍
手

が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
信
仰
の
分
か
ち
合
い

と
、
互
い
に
兄
弟
姉
妹
と
し
て
繋
が

る
特
別
な
体
験
で
し
た
。
そ
し
て
こ

れ
を
毎
年
続
け
た
い
と
い
う
思
い
に

な
り
、
来
年
は
出
雲
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
こ
の
催
し
の
ホ

ス
ト
を
喜
ん
で
引
き
受
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

「
ご
聖
体
の
イ
エ
ス
」
に
つ
い
て

も
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
ミ
サ
で
は
イ
エ
ス
様
の
愛
を

称
え
、
シ
ノ
ロ
グ
ダ
ン
ス
を
通
し
て

イ
エ
ス
様
を
崇
め
た
一
月
三
十
一
日

は
、
記
念
す
べ
き
特
別
な
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
サ
ン
デ
ー
」
と
な
り
ま
し

た
。

出
雲
・
米
子
・
松
江
教
会
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
共
同
体
に
よ
る
『
島
根
県
、
第

一
回
聖
体
研
修
と
サ
ン
ト
ニ
ー
ニ
ョ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

Sr.
マ
リ
ア
ニ
ー
タ
・
テ
ニ
ョ
ッ
ソ

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

ラ
サ
ー
ル
記
念
館

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
完
成

　

昨
年
十
二
月
二
十
八
日
、
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
ラ
サ
ー
ル
記
念
館
の

屋
根
に
太
陽
光
発
電
施
設
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
の
総
出
力
は

10.75kW

、
発
電
し
た
電
力

は1kW
h

当
た
り
約
三
八
円
で

す
べ
て
中
国
電
力
に
売
電
し
ま

す
。
総
工
費
の
約
四
百
七
十
万

円
は
、
全
額
広
島
司
教
区
司
祭

の
積
立
金
で
賄
わ
れ
、
教
区
司

祭
団
か
ら
広
島
司
教
区
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
売
電
収
入
は
年

間
約
四
十
五
万
円
（
予
定
）
、

す
べ
て
世
界
平
和
記
念
聖
堂
の

補
修
基
金
に
拠
出
さ
れ
る
予
定

で
す
。

松江教会の祭壇前で

左、ラサール記念館の屋根に黒い太陽光パネルが
見える。右、発電の様子を伝えるディスプレイ
（ラサール記念館入口）。

予
備
神
学
校

二
〇
一
六
年
度
予
定

　

二
〇
一
六
年
度
の
予
備
神
学
校

日
程
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー

マ
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
参
加

対
象
は
小
学
五
年
生
か
ら
高
校
三

年
生
で
す
。
た
く
さ
ん
の
友
達
と

信
仰
の
共
有
が
で
き
る
機
会
で

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

期
間
と
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
す
。

＊
第
九
回　

四
月
二
十
三
～
二
十
四
日

　

場
所
：
幟
町
教
会

　

①
復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス

　

②
聖
な
る
月
の
お
話
し　

五
月
聖
母
月

＊
第
十
回　

六
月
十
八
～
十
九
日

　

場
所
：
幟
町
教
会

　

①
五
千
人
に
食
べ
さ
せ
た
奇
跡

　

②
ダ
ビ
デ
と
ゴ
リ
ア
テ

＊
第
十
一
回　

九
月
十
八
～
十
九
日

　

場
所
：
倉
敷
教
会

　

①
主
の
祈
り

　

②
イ
エ
ス
さ
ま
と
ザ
ア
カ
イ

＊
第
十
二
回　

十
一
月
二
十
六
～

二
十
七
日

　

場
所
：
幟
町
教
会

　

①
救
い
主
を
ま
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民

　

②
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
話
し

＊
第
十
三
回　

二
月
十
八
～
十
九
日

　

場
所
：
幟
町
教
会

　

①
人
間
が
罪
を
お
か
し
ま
し
た

　

②
エ
ル
サ
レ
ム
入
場
と
十
字
架
の
道
行

申
込
先
：
予
備
神
学
校
事
務
局

住　

所
：〒

730-0016　

広
島
市
中

区
幟
町
四
―
四
二　

広
島
司
教
館

フ
ァ
ッ
ク
ス
：082

‐221

‐6019



( 6 )カトリック　広　島　教　区　報2016 年 3 月 27 日  104 号

地
区
便
り

40

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

山
口
島
根
地
区

●
昨
年
の
十
月
か
ら
始
ま
っ
た

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
の
改

修
工
事
も
進
み
、
四
月
十
日
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
セ

レ
モ
ニ
ー
を
開
催
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
●
二
月
の
初
旬

に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
理
念
を
シ

ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
十
字
架
の
設

も
完
了
し
ま
し
た
。
●
セ
ン

タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
を
ぜ
ひ
エ
ン

ト
ン
ス
正
面
に
掲
げ
た
い
と
思

い
、
い
ろ
い
ろ
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
て
い
る
、
そ
ん
な
中
、
イ
タ

リ
ア
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
●
ミ
ラ
ノ
に
在
住
し

て
躍
し
て
い
る
、
ク
レ
イ
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
（
粘
土
を
素
材
に

し
た
ア
ニ
メ
）
の
作
家
で
、
一

度
も
会
っ
た
こ
と
が
な
い
叔
母

を
訪
ね
る
た
め
で
し
た
。
ミ
ラ

ノ
の
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
彫
刻
に
圧

倒
さ
れ
、「
最
後
の
晩
餐
」
を

静
か
に
鑑
賞
し
、
叔
母
に
伴
わ

れ
て
、ミ
ラ
ノ
の
郊
外
に
佇

た
た
ずみ
、

「
青
き
聖
堂
」
と
い
う
異
名
を

持
つ
パ
ヴ
ィ
ア
の
僧
院
を
訪
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
四
世
紀

に
建
設
さ
れ
た
こ
の
古
い
僧
院

に
、
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
は

待
っ
て
い
ま
し
た
。
●
堅
く

握
手
さ
れ
た
手
で
構
成
さ
れ

た
十
字
架
。
こ
れ
こ
そ
セ
ン

タ
ー
の
理
念
。
な
か
な
か
よ

い
デ
ザ
イ
ン
が
思
い
つ
か

ず
、
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の

か
と
考
え
て
い
た
最
中
に
、

ミ
ラ
ノ
の
田
舎
で「
こ
れ
で
、

ど
う
か
？
」
と
イ
エ
ズ
ス
か

ら
示
さ
れ
た
十
字
架
。
●
イ

タ
リ
ア
の
旅
は
、
こ
の
た
め

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
い

ま
だ
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
●
レ
プ
リ
カ
を
購
入
し

て
帰
国
。
そ
の
十
字
架
を
元

に
、
知
人
で
、
東
京
在
住
の

彫
刻
家
に
「
現
代
的
な
フ
ォ

ル
ム
で
」
と
注
文
し
、
大
理

石
で
の
制
作
を
依
頼
し
ま
し

た
。
壁
面
が
完
成
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
写
真
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。
●
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
セ
ン
タ
ー

の
、
こ
の
十
字
架
に
、
ぜ
ひ

会
い
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
廣
崎
リ
ュ
ウ
）

ライブで熱唱するSr.山本

教会ホールがたくさんの人で埋め尽くされた

＊
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

の
集

い
　

二
月
二
十
一
日
（
日
）
ミ
サ

後
、
山
口
天
使
幼
稚
園
ホ
ー
ル

に
て
、
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
教
皇
の
来
広
を
記
念
し
た
集

い
を
開
催
。
初
め
に
、
援
助
修

道
会
の
シ
ス
タ
ー
山
本
き
く
よ

（
下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
所

属
）
の
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、
午
後

か
ら
は
分
か
ち
合
い
が
行
わ
れ

た
。

＊
地
区
養
成

　

二
〇
一
六
年
度
の
百
瀬
神
父

に
よ
る
「
信
徒
の
神
学
（
全
六

回
）
」
が
、
宇
部
・
小
野
田
ブ

ロ
ッ
ク
（
宇
部
教
会
会
場
）
で

開
催
さ
れ
る
。

〈
期
日
〉
五
月
十
四
日
、
六
月

十
八
日
、
七
月
九
日
、
九
月

十
七
日
、
十
月
十
五
日
、
十
一

月
十
九
日
…
す
べ
て
土
曜
日
。

〈
時
間
〉
十
三
時
半
か
ら
十
六

時
五
十
分

〈
内
容
〉
神
の
恵
み
と
私
た
ち

の
信
仰
生
活

＊
山
口
・
島
根
地
区
少
年
の
集

い
　

五
月
二
日
（
月
）
～
三
日

（
火
）
に
、
徳
佐
か
ら
津
和
野

に
向
け
て
夜
間
巡
礼
を
行
い
、

三
日
の
「
津
和
野
乙
女
峠
ま
つ

り
」
に
参
加
。
対
象
は
小
学
四

年
～
高
校
三
年
ま
で
。

　

八
月
五
日
（
金
）
～
八
日

（
月
）
に
、
中
・
高
校
生
の
日

韓
青
少
年
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交

流
が
行
わ
れ
る
。

＊
第
三
回
地
区
宣
教
司
牧
評
議

会
　

一
月
十
一
日
、
岡
山
教
会
に

て
開
催
。
議
事
に
加
え
て
、

「
い
つ
く
し
み
深
く
御
父
の
よ

う
に
・
七
つ
の
慈
善
の
わ
ざ
に

取
り
組
む
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
分
か
ち
合
い
を
持
っ
た
。

＊J-CaRM

大
阪
教
会
管
区
セ

ミ
ナ
ー

　

二
月
十
一
日
（
木
・
祝
）
、

岡
山
教
会
を
会
場
に
管
区
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は

「
隣
の
ベ
ト
ナ
ム
人
と
私
た

ち
」
。
聖
堂
で
四
カ
国
語
の
国

際
ミ
サ
の
あ
と
場
所
を
ホ
ー
ル

に
移
し
、
ト
ゥ
ア
ン
神
父
、
留

学
生
ハ
イ
ン
さ
ん
、
特
定
社
会

保
険
労
務
士
小
松
公
寛
さ
ん
の

話
を
聞
い
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
人
口
の
約
十

パ
ー
セ
ン
ト
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で

あ
る
こ
と
、
禁
教
の
時
代
が
あ

り
多
く
の
殉
教
者
が
出
た
こ

と
、
現
在
も
地
域
に
よ
っ
て
は

弾
圧
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
学
ん

だ
。

　

ハ
イ
ン
さ
ん
か
ら
は
、
き
れ

い
な
日
本
語
で
、
来
日
半
年
で

教
会
を
見
つ
け
安
心
し
た
こ

と
、
留
学
生
や
研
修
生
の
経
済

状
態
の
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
っ

た
。

岡
山
鳥
取
地
区
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岡
山
県
東
部
の
瀬
戸
内
海
に
浮

か
ぶ
長
島
の
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
施

設
・
愛
生
園
内
の
教
会
で
す
。
当
初

一
九
三
〇
年
代
の
信
徒
は
五
～
六
名

い
た
よ
う
で
す
が
、
曙
教
会
の
委
託

信
徒
の
立
場
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

と
一
緒
の
た
め
、
単
独
の
集
会
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
三
四
年
頃
か
ら
、
岡
山
の

イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
の
月
一
回
訪
問

が
始
ま
り
ま
し
た
。
聖
堂
が
無
く
砂

浜
や
面
会
室
等
で
集
会
を
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
信
徒
も
徐
々
に
増
え
宗

教
団
体
と
し
て
愛
生
園
か
ら
公
認
さ

れ
、
五
一
年
に
信
徒
四
十
三
名
で
独

立
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
岡
山
教

会
の
巡
回
教
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
淳
心
会
に
司
牧
移
管
し
、

シ
ッ
プ
ス
神
父
が
訪
問
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
仮
祭
壇
の
前
で
不
自
由
な

体
で
真
剣
に
祈
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
聖
堂
建
設
の
決
心
を
さ
れ
ま
し

た
。
母
国
ベ
ル
ギ
ー
の
方
の
支
援
と

信
徒
の
祈
り
で
、
五
三
年
九
月
二
十

日
聖
母
マ
リ
ア
に
捧
げ
ら
れ
た
聖
堂

の
献
堂
式
が
荻
原
晃
教
区
長
の
司
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
信
徒
会
長
は
、
こ
の
時
の

神
父
の
意
気
込
み
を
「
私
は
こ
の
為

に
一
生
懸
命
乞
食
を
致
し
ま
し
ょ

う
。恥
ず
か
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
」

と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
愛

情
溢
れ
る
言
葉
に
、
皆
勇
気
と
希

望
を
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。

　

喜
び
の
新
聖
堂
で
は
毎
週
日
曜

日
に
集
い
祈
り
、
信
徒
の
繋
が
り

も
深
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
五
七

年
か
ら
、
視
覚
障
が
い
者
五
名
で

五
傷
会（
キ
リ
ス
ト
の
五
つ
の
傷
）

を
作
り
、
点
字
で
舌
読
で
学
び
合

い
、
教
会
活
動
を
熱
心
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
七
四
年
迄
続
い
た
よ

う
で
す
。

　

一
九
八
八
年
に
は
念
願
の
人
間

回
復
の
橋
「
邑
久
長
島
大
橋
」
が

架
か
り
、
現
在
は
ロ
ザ
リ
オ
教
会

ま
で
自
由
に
行
き
来
で
き
ま
す
。

　

一
九
五
三
年
の
献
堂
以
来
岡
山

の
信
徒
が
六
十
三
年
間
月
二
回
訪

問
し
、
一
緒
に
ミ
サ
に
与
か
り
交

流
し
て
い
ま
し
た
が
、
信
徒
も
二

名
と
な
り
四
月
か
ら
は
ミ
サ
は
月

一
回
と
な
り
ま
し
た
。　

岡
山
小
教
区　

ロ
ザ
リ
オ
教
会

シ
ー
リ
ー
ズ　

巡
回
教
会
め
ぐ
り

29

広
島
教
区
の
施
設

第
二
・
四
水
曜
日
、
十
時
～
十
六
時

ま
で
開
い
て
い
ま
す
。
教
会
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
方
も
ど
う
ぞ
。

　

小
松
さ
ん
は
、
技
能
実
習
生

が
抱
え
て
い
る
複
雑
な
問
題
を

話
さ
れ
、
支
援
に
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
と
強
調
さ
れ

た
。
ま
た
「
教
会
に
来
て
い
る

人
は
問
題
な
い
。
来
て
い
な
い

人
が
心
配
で
す
。
」
と
の
言
葉

も
残
さ
れ
た
。
参
加
者
約
九
十

名
。
す
で
に
隣
人
と
な
っ
て
い

る
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
理
解
を
深
め

た
。

＊
「（
信
徒
の
た
め
の
）『
霊
操
』

セ
ミ
ナ
ー
」

第
五
回
・
四
月
二
十
三
日

（
土
）
十
時
～
十
六
時

第
六
回
・
七
月
二
十
三
日

（
土
）
十
時
～
十
六
時

第
七
回
・
十
月
十
五
日
（
土
）

十
時
～
十
六
時

指　

導
：
塩
谷
恵
策
神
父

イ
エ
ズ
ス
会
・
西
日
本
霊
性
セ

ン
タ
ー
代
表
）

場　

所
：
観
音
町
教
会

＊
平
和
を
祈
る
テ
ゼ
の
集
い

　

テ
ゼ
は
「
黙
想
と
祈
り
の
集

い
」
と
呼
ば
れ
、
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
な
（
教
派
を
こ
え
た
）
祈

り
と
賛
美
の
場
と
し
て
、
全
て

の
人
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

・
四
月
二
十
一
日
（
木
）

　

十
時
半
～　

ル
ー
テ
ル
広
島
教
会

　

十
八
時
～　

世
界
平
和
記
念
聖
堂

・
九
月
二
十
二
日
（
木
）

　

十
時
～　

祇
園
教
会

＊
第
三
十
三
回
「
広
島
キ
リ
シ

タ
ン
殉
教
者
祈
年
祭
」
開
催
。

　

本
年
で
三
十
三
回
目
を
迎
え

た
「
広
島
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教

者
祈
年
祭
」
が
二
月
十
一
日

（
木
・
祝
）
に
、
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
九
時
三
十
分
か
ら
、

広
島
近
郊
の
各
小
教
区
よ
り
信

徒
・
修
道
者
約
八
十
名
が
参

列
、
己
斐
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
中
・
高
等
学
校
入
口
に
建
立

さ
れ
て
い
る
「
キ
リ
シ
タ
ン
殉

教
之
碑
」
前
で
、
感
謝
の
祈
り

と
歌
を
奉
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
約
十
五
分
の
観
音

町
教
会
ま
で
徒
歩
で
巡
礼
。
十

時
十
五
分
か
ら
観
音
町
教
会

で
、
約
百
名
が
参
列
し
、
司
祭

六
名
、
ヴ
ィ
タ
リ
神
父
の
主
司

式
で
「
広
島
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教

者
祈
念
ミ
サ
」
が
と
も
に
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祭
壇
の
前
に
は
、
広

島
の
三
人
の
福
者
（
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
遠
山
甚
太
郎
、
マ
チ
ア
ス

庄
原
市
左
衛
門
、
ヨ
ア
キ
ム
九

郎
右
衛
門
）
の
切
り
絵
と
列
福

の
礎
を
築
か
れ
た
、
Ｈ
・
チ
ー

ス
リ
ク
神
父
の
遺
影
を
掲
示
し

ま
し
た
。

　

ミ
サ
後
の
講
話
で
、
ヴ
ィ
タ

リ
神
父
は
、
古
代
教
会
に
お
け

る
殉
教
者
の
墓
の
由
来
か
ら
殉

教
者
と
聖
人
に
つ
い
て
種
々
お

話
し
さ
れ
、
私
達
は
イ
エ
ス
様

に
お
い
て
一
つ
の
家
族
で
あ

り
、
殉
教
者
と
聖
人
は
現
代
に

生
き
る
私
達
の
恩
人
で
す
と
時

折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
福
音
宣
教

の
大
切
さ
を
私
達
は
殉
教
者
の

生
き
様
を
通
し
て
、
し
っ
か
り

と
学
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

　

ミ
サ
と
講
話
の
後
、
会
場
を

ヨ
ゼ
フ
館
（
信
徒
会
館
）
一
階

に
移
し
、
観
音
町
教
会
マ
リ
ア

会
の
皆
様
の
美
味
し
い
手
造
り

軽
食
を
頂
き
な
が
ら
楽
し
く
分

か
ち
合
い
を
し
、
午
後
十
二
時

三
十
分
終
了
し
ま
し
た
。

（
観
音
町
教
会　

坂
井　恒

）

広
島
地
区

「キリシタン殉教之碑」前で
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皆
さ
ん
、
聖
マ
リ
ア
・
ヴ
ィ
ア
ン

ネ
の
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
こ

の
聖
人
は
私
の
尊
敬
す
る
聖
人
た
ち

の
一
人
で
す
。
大
分
前
の
こ
と
で
す

が
、
こ
の
聖
人
の
伝
記
を
読
ん
で
大

変
深
い
感
銘
を
受
け
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

こ
の
拙せ
っ

稿こ
う

を
綴
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　

聖
人
は
神
学
校
で
ラ
テ
ン
語
に
大

変
苦
労
な
さ
っ
た
よ
う
で
す
。
聖
人

を
神
学
校
に
入
れ
た
司
教
様
も
そ
の

こ
と
を
大
変
心
配
な
さ
っ
た
よ
う
で

す
。
当
時
、
司
祭
に
な
る
た
め
に
は

ラ
テ
ン
語
が
必
須
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
今
か
ら
数
十
年
前
ま
で
、
教
会

用
語
は
ラ
テ
ン
語
で
し
た
。
こ
の
記

事
を
書
い
て
い
る
私
も
司
祭
に
な
る

た
め
に
必
要
な
哲
学
お
よ
び
神
学
を

ラ
テ
ン
語
で
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
・
・
・
。

　

さ
て
、
神
学
の
コ
ー
ス
を
終
え
て

司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
神

父
は
リ
オ
ン
の
北
に
位
置
す
る
ア
ル

ス
と
い
う
寒
村
の
教
会
に
送
ら
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
司
祭
生
活
を
始
め
ら

れ
た
の
で
す
。

　

あ
る
日
の
こ
と
で
し
た
。
い
つ
も

の
よ
う
に
彼
が
祈
る
た
め
に
聖
堂
に

行
く
と
、
一
人
の
農
民
の
お
じ
い
さ

ん
が
祈
祷
台
に
跪
い
て
祈
っ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
聖
人
は
し
ば

ら
く
彼
を
じ
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。

彼
は
十
字
架
上
の
イ
エ
ス
を
眺
め
な

が
ら
、
イ
エ
ス
と
話
を
し
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
よ
く
見

る
と
そ
う
で
は
な
く
、
た
だ
じ
い
っ

と
イ
エ
ス
様
を
見
て
い
る
の
で
す
。

長
い
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

沈
黙
の
時
間
は
終
わ
っ
た
よ
う

で
す
。
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
師
は
そ
こ
で

お
年
寄
り
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
お

じ
い
さ
ん
、
あ
な
た
は
い
っ
た
い
何

を
イ
エ
ス
様
に
お
願
い
し
て
い
た
の

か
ね
？
」
す
る
と
、
そ
の
お
年
よ
り

が
答
え
ま
し
た
。
「
い
や
、
わ
し

は
何
も
お
願
い
な
ど
し
て
お
ら
ん

よ
。
た
だ
イ
エ
ス
様
が
お
話
し
く
だ

さ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
た
だ
け
で

さ
・
・
・
。
」
こ
の
老
人
の
答
え
を

聞
い
て
、
聖
人
は
神
か
ら
聞
く
こ
と

の
大
切
さ
を
知
ら
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

　

と
か
く
私
た
ち
は
《
祈
り
》
と
い

う
と
、
こ
ち
ら
の
注
文
や
言
い
分
を

一
方
的
に
述
べ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
で
は
一
方
通

行
に
な
り
か
ね
な
い
。
祈
り
が
「
神

と
の
語
ら
い
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど

う
し
て
も
先
方
に
も
耳
を
傾
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
一
方
的

に
こ
ち
ら
の
言
い
分
、
あ
る
い
は
注

文
だ
け
を
言
っ
て
、
後
は
「
お
し
ま

い
」
で
は
神
と
語
ら
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ど
う
も
私
個
人
の
体
験
で
も
こ
の

よ
う
な
一
方
通
行
的
な
祈
り
に
な
り

が
ち
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
反
省
す

る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
「
祈
り
」
と

は
、
こ
ち
ら
か
ら
頻し
き

り
に
何
で
も
神

に
願
う
こ
と
で
は
な
く
、
先
ず
何
よ

り
も
神
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
、
神
が

私
に
何
を
求
め
て
お
ら
れ
る
か
を
知

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

考
え
て
み
る
と
簡
単
な
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
根
気
の
要

る
こ
と
で
、
言
う
に
は
易
し
い
が
実

行
す
る
に
は
忍
耐
の
要
る
こ
と
で

す
。
聖
人
は
こ
の
こ
と
に
大
い
に
感

心
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
辺
に

祈
り
の
「
極
意
」
、
あ
る
い
は
「
醍

醐
味
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

「
神
と
語
る
た
め
に
は
」

　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
徳
山
教
会    

　

高
橋
　
義
博
　
神
父

〈88〉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
グ

ｉ
ｎ　

四
国

　

「
め
ぐ
る
」
と
聞
い
て
、
あ

な
た
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
か
？

　

二
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日

に
愛
媛
県
松
山
市
の
聖
カ
タ
リ

ナ
学
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で

『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ｉ
ｎ
四
国　

め
ぐ
る
―
人
生

と
い
う
巡
礼
の
旅
―
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
受
付
で
″
初
〟
と

書
か
れ
た
名
札
を
も
ら
っ
た
私

は
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
人
の

群
れ
の
中
を
通
り
抜
け
る
と
、

一
人
の
女
の
子
が
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
の

二
日
間
で
私
が
初
め
て
感
じ
た

「
め
ぐ
る
」
で
し
た
。

　

今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
こ
の
「
め
ぐ

る
」
に
ち
な
ん
だ
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。
分
か
ち
合

い
、
テ
ゼ
、
8.8
ヶ
所
め
ぐ
り
、

そ
し
て
ミ
サ
。
人
に
は
そ
れ
ぞ

れ
「
め
ぐ
る
」
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
私
に
と
っ
て
新
し
い
発

見
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
な
に
よ
り
、
「
お
せ
っ

た
い
」
と
い
う
お
も
て
な
し
の

心
が
い
つ
も
ど
こ
か
ら
か
私
に

は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
か
つ
お
の
た
た

き
、
讃
岐
う
ど
ん
な
ど
四
国
の

美
味
し
い
お
も
て
な
し
も
嬉
し

か
っ
た
の
で
す
が
…(

笑)

そ
れ

以
上
に
、
青
年
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
な
く
地
域
の
方
々
も
一
緒
に

な
っ
て
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
で
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
多
く
の
活

気
あ
ふ
れ
る
青
年
た
ち
に
め
ぐ

り
会
わ
せ
て
く
れ
た
神
さ
ま
に

感
謝
。
お
遍
路
さ
ん
の
よ
う

に
、
人
生
の
山
あ
り
谷
あ
り
も

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
い
や
、
き
っ
と
神
さ

ま
と
一
緒
な
ら
乗
り
越
え
ら
れ

る
！

　

最
後
に
、
高
松
教
区
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。

（
青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー 

石
井
）

　

広
島
教
区
長
空
位
の
状
態
の

ま
ま
、
ま
た
、
新
た
な
年
度
が

始
ま
り
ま
す
。

　

ご
復
活
の
喜
び
の
次
は
、
一

日
も
早
い
新
司
教
の
誕
生
の
朗

報
と
、
一
日
も
早
い
世
界
平
和

の
実
現
の
た
め
に
祈
り
た
い
。

（
の
）


